
改
易
の
項
を
幾
つ
か
の
日
本
史
辞
典
等
で
引
い
て
気
付
く
こ
と
は
、
そ
の
理
解
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
「
国
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
に
は
、
「
封
建
的
な
主
従
関
係
の
断
絶
な
い
し
家
臣
た
る
身
分
の
喪
失
、
お
よ

び
こ
れ
ら
と
不
可
分
な
俸
禄
授
給
関
係
の
終
了
を
さ
す
」
（
平
松
義
郎
氏
）
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
角
川
日
本
史
辞
典
」
（
角
川

書
店
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
「
は
じ
め
は
知
行
を
没
収
す
る
こ
と
、
の
ち
に
は
武
士
を
そ
の
職
分
か
ら
除
き
牢
人
さ
せ
る
制
度
」
と

し
て
お
り
、
江
戸
時
代
内
に
お
い
て
、
知
行
没
収
↓
牢
人
さ
せ
る
制
度
、
に
変
化
し
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、
改
易
を
身
分
刑
と
し
て

捉
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
『
日
本
歴
史
大
辞
曲
二
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
五
年
）
で
は
、
「
徳
川
氏
の
刑
法
で
は
士
分

以
上
の
者
の
除
籍
を
改
易
」
と
し
て
い
る
。
同
様
な
理
解
と
し
て
は
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
（
小
学
館
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
り
、

「
（
族
籍
を
改
め
か
え
る
意
）
江
戸
時
代
、
士
人
に
対
す
る
刑
の
一
つ
。
士
人
の
称
を
除
き
、
領
地
、
家
禄
、
屋
敷
な
ど
を
没
収
し
平
民

と
す
る
こ
と
。
蟄
居
よ
り
重
く
、
切
腹
よ
り
軽
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
を
整
理
し
て
み
る
と
、
①
主
従
関
係
を
解
消
さ

れ
、
御
家
断
絶
と
な
る
こ
と
。
②
知
行
没
収
か
ら
牢
人
さ
せ
る
制
度
に
変
質
し
た
。
③
士
籍
を
剥
脱
さ
れ
、
平
民
と
な
る
こ
と
。
以
上

江
戸
幕
府
法
に
お
け
る
改
易
に
つ
い
て

は
じ
め
に

浪
江
健
雄
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三
つ
に
大
別
で
き
る
。
要
す
る
に
、
主
従
関
係
を
断
ち
切
ら
れ
御
家
断
絶
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
共
通
の
理
解
が
あ
る
の
だ
が
、
江

戸
時
代
内
で
法
理
的
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
身
分
刑
と
み
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
実
例
に
よ
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
こ
う
し
た
点
が
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
一
方
で
、
江
戸
幕
府
法
上
の
改
易
の
位
置
も
現
段
階
で
は
不
明
確
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
辞
典
類
に
お
い
て
も
、

「
蟄
居
よ
り
重
く
、
切
腹
よ
り
軽
い
」
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
み
で
、
如
何
な
る
犯
罪
を
犯
す
と
改
易
処
分
と
な
る
の
か
と
い
う

点
は
勿
論
、
蟄
居
と
切
腹
の
間
に
は
周
知
の
通
り
流
罪
（
遠
島
・
追
放
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
も
明
確
で
は
な
い
。
な
お
か

つ
、
改
易
の
適
応
は
、
従
来
、
当
主
お
よ
び
嫡
子
に
限
る
、
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
証
的
見
地
か
ら
の
見
解
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
点

も
克
服
す
べ
き
課
題
と
い
え
る
。
そ
こ
で
死
罪
（
斬
罪
・
切
腹
）
・
流
罪
（
遠
島
・
追
放
）
と
の
位
置
関
係
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、

如
何
な
る
犯
罪
が
改
易
に
値
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
論
究
し
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
、
検
討
対
象
を
旗
本
に
限
定
し
た
。
用
語
的
に
は
武
士
全
般
に
適
応
す
る
刑
罰
と
す
る
見
方
が
主
流
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
既
に
平
松
義
郎
氏
が
、
「
国
史
大
辞
典
」
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
大
名
家
に
対
し
て
は
「
領
地
召
上
」
と
い
っ
た
表
現
が
公
式
文
言
で
あ
り
、
大
名
家
に
対
し
て
「
改
易
」
と
い
う
表
現
が

公
式
に
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
稀
少
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
藤
田
恒
春
氏
は
、
両
者
を
峻
別
し
て
考
え
る
こ
と
を
提

（
１
）

唱
し
て
い
る
。
か
く
し
て
現
状
は
、
狭
義
で
は
、
旗
本
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
士
籍
剥
奪
を
意
味
す
る
身
分
刑
、
広
義
で
は
、
大
名
家

の
所
領
没
収
を
も
含
有
す
る
用
語
、
と
な
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
狭
義
の
改
易
を
検
討
対
象
と
し
て
、
先
に

挙
げ
た
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
。
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江戸幕府法における改易について

江
戸
幕
府
法
は
、
直
接
に
は
戦
国
期
の
分
国
法
に
由
来
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
典
的
な
制
定
法
が
基
調
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

頂
点
に
あ
る
の
が
「
武
家
諸
法
度
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近
世
国
制
の
基
本
が
定
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴

い
、
天
皇
・
公
家
へ
の
「
禁
中
方
御
条
目
」
、
旗
本
以
下
へ
の
「
諸
士
法
度
」
等
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
通
り
、
「
武
家

諸
法
度
」
は
、
将
軍
直
接
の
面
令
で
あ
る
ゆ
え
、
将
軍
の
代
替
り
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
幕
府
の
一
般
的
な
単
行
の

制
定
法
が
触
で
あ
る
。
触
は
幕
府
が
各
身
分
に
対
し
て
直
接
下
命
、
禁
止
、
教
諭
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
公
開
の
教
諭
法
で
あ
る
。

従
っ
て
忘
れ
る
こ
と
も
前
提
と
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、
同
一
の
も
の
が
反
復
触
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
幕
府
法
曹
法
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
二
の
評
定
所
殿
舎
の
特
設
を
端
緒
に
整
備
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
殿
舎

特
設
に
よ
り
、
評
定
所
自
体
が
評
定
所
一
座
に
よ
る
法
曹
的
官
署
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
、
寛
文
期
に
は
評
定
所
留
役
に

よ
る
裁
判
記
録
作
成
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
過
に
よ
り
、
幕
府
の
重
要
な
判
例
集
は
寛
文
期
に
筆
を
起
す
も
の
が
多
く
、
元

禄
・
宝
永
期
に

初
の
判
例
整
理
・
編
集
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

大
の
成
果
が
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
「
公
事

方
御
定
書
」
の

終
的
成
立
で
あ
る
。
ま
た
、
「
公
事
方
御
定
書
』
は
い
わ
ゆ
る
秘
密
法
典
で
、
裁
判
関
係
の
首
脳
部
以
外
は
公
的
に

は
非
公
開
が
原
則
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
曹
的
吏
員
が
奉
行
用
の
も
の
を
書
写
し
て
実
務
に
使
っ
た
こ
と
か
ら
秘
密
が
漏
れ
始

め
、
寛
政
期
に
は
早
く
も
藩
や
民
間
に
も
写
本
が
流
布
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
、
そ
の
後
の
年
次
別
、
役

（
２
）

所
別
、
事
項
別
等
の
判
例
集
成
立
に
繋
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
編
者
が
無
名
で
あ
っ
た
り
、
不
詳
で
あ
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ

る
要
因
も
そ
こ
に
あ
る
。

一
改
易
の
法
的
理
解
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（
１
）
制
定
法

江
戸
幕
府
の
制
定
法
と
し
て
改
易
に
対
す
る
具
体
例
が
示
さ
れ
た
初
見
は
、
次
に
挙
げ
る
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
二
月
一
五
日

（
３
）

付
番
士
当
直
勤
務
令
（
「
憲
教
類
典
」
）
で
あ
る
。

本
章
で
は
こ
う
し
た
法
体
系
を
う
け
て
、
改
易
に
対
す
る
解
釈
を
制
定
法
、
法
曹
法
の
両
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
前
者
は
旗
本

へ
の
触
か
ら
、
後
者
は
法
曹
法
の
規
範
「
御
定
書
百
箇
条
」
（
「
公
事
方
御
定
書
」
下
巻
）
お
よ
び
私
撰
判
例
集
「
諸
例
類
纂
」
（
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
に
よ
り
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
幕
府
の
改
易
に
対
す
る
法
的
理
解
の
骨
子
を
確
認

し
た
い
。

一一一一一一一一一

、 、 、 、 、 、 、 、 、

当
番
不
参
之
事
、
可
為
改
易

組
頭
卯
刻
以
前
退
出
之
事
、
其
年
之
知
行
召
上
へ
し

寝
番
之
と
も
か
ら
、
酉
之
刻
以
後
出
仕
之
事
、
過
料
銀
弐
枚

他
番
と
請
取
渡
之
事
、
相
手
替
た
る
へ
し
、
同
番
之
内
是
又
同
前
之
事

参
勤
之
刻
限
遅
参
之
誰
、
過
料
銀
弐
枚

当
番
之
輩
用
事
な
く
し
て
他
之
座
敷
二
有
之
事
、
過
料
銀
壱
枚

当
番
之
面
々
差
あ
た
り
急
用
有
之
時
、
番
頭
・
横
目
二
不
申
断
罷
出
事
、
改
易
た
る
へ
し

定夜
詰
以
後
有
明
之
外
灯
立
置
事
、
過
料
銀
弐
枚

紙
燭
之
事
、
過
料
銀
壱
枚
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江戸幕府法における改易について

右
之
条
々
堅
可
相
守
此
旨
者
也

元
和
八
年
戌
十
一
月
十
五
日
御
黒
印

（
忠
澄
）

加
々
爪
民
部
と
の
へ

（
重
政
〉

石
川
八
左
衛
門
と
の
へ

〈
白
元
）

永
井
弥
右
衛
門
と
の
へ

（
宗
綱
）

渡
辺
半
四
郎
と
の
へ

（
佃
潤
）

豊
島
主
膳
と
の
へ

（
正
成
）

牧
野
清
兵
衛
と
の
へ

周
知
の
通
り
、
秀
忠
は
、
翌
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
は
将
軍
職
を
家
光
に
譲
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
名
の
国
替
や
取

り
潰
し
に
よ
り
、
一
層
の
権
力
強
化
に
努
め
る
と
共
に
、
諸
隊
番
士
へ
の
法
度
や
市
中
へ
の
触
な
ど
の
制
定
法
に
よ
る
法
的
基
盤
整
備

に
も
尽
力
し
て
い
る
。

一
、
諸
ヶ
条
之
内
不
申
上
し
て

分
年
寄
共
ま
て
も
可
申
達
事

諸
ヶ
条
之
内
不
申
上
し
て

一
、
楽
書
之
事
、
お
と
な
ハ
死
罪
、
少
人
ハ
流
罪
、
本
人
し
れ
す
ハ
其
座
敷
之
当
番
過
料
銀
拾
枚
、
但
、
番
衆
多
少
に
よ
る
へ
し

不
依
何
事
法
度
を
相
背
並
不
形
儀
之
も
の
、
或
ハ
死
罪
・
流
罪
、
又
ハ
過
料
科
之
軽
重
二
よ
る
へ
し

一
、
番
頭
・
組
頭
無
念
二
而
不
申
付
、
も
し
濫
之
輩
於
有
之
者
頭
中
よ
り
過
料
可
出
、
但
、
事
二
よ
り
可
為
重
科
事

一
、
於
城
中
又
若
党
並
小
者
不
依
何
事
、
背
法
度
不
形
儀
者
之
事
、
本
人
者
成
敗
若
見
逃
候
ハ
魁
、
其
所
之
番
衆
可
為
越
度
、

一
、
番
頭
・
組

一
、
於
城
中

過
料
銀
弐
枚

不
叶
事
を
ハ
、
不
依
何
時
可
令
言
上
、
必
毎
月
晦
日
諸
法
度
善
悪
之
儀
披
露
す
へ
し
、
但
、
依
時
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本
法
令
の
基
調
は
「
当
番
不
参
」
を
中
心
と
し
た
勤
務
督
励
、
喧
嘩
口
論
の
禁
止
、
番
士
・
奉
公
人
の
風
俗
矯
正
で
あ
る
。
改
易
に

つ
い
て
は
「
当
番
不
参
」
（
第
一
条
）
、
「
差
あ
た
り
急
用
」
を
「
番
頭
・
横
目
二
不
申
断
」
（
第
七
条
）
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
参
勤
刻
限
の
遅
参
・
不
用
に
勤
務
場
所
を
離
れ
る
こ
と
・
紙
燭
や
外
灯
の
不
正
使
用
・
「
不
形
儀
者
」
見
逃
し
は
過
料
、
楽
書

は
「
お
と
な
ハ
死
罪
、
少
人
ハ
流
罪
」
と
い
っ
た
よ
う
に
具
体
的
規
定
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
「
科

之
軽
重
」
に
よ
り
、
「
死
罪
・
流
罪
、
又
ハ
過
料
」
（
第
二
条
）
と
し
て
い
る
。

（
４
）

次
に
、
寛
永
元
年
（
一
六
三
四
）
八
月
二
日
付
番
士
法
度
（
『
東
武
実
録
」
）
を
挙
げ
て
み
る
。

寛
永
元
年
子
八
月
十
一
日

本
法
令
で
は
、
営
中
で
口
論
を
仕
掛
け
た
者
（
第
一
条
）
、
若
衆
狂
（
第
四
条
）
が
改
易
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
和
八
年
令
に

は
無
か
っ
た
規
定
あ
る
が
、
規
定
自
体
が
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
元
和
八
年
令
の
規
定
に
追
加
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ

一
、
於
殿
中
不
寄
何
事
一
切

一
、
傍
輩
中
万
悪
敷
儀
二
男

一
、
於
宿
々
二
又
若
党
与
寄

一
、
若
衆
狂
一
切
仕
間
候
、

一
、
奥
之
御
小
姓
衆
と
中
好

一
、
用
事
な
く
し
て
他
之
番

一
、
番
頭
・
組
頭
申
渡
儀
万

右
ヶ
条
之
旨
可
相
守
者
也

於
殿
中
不
寄
何
事
一
切
口
論
仕
間
敷
候
、
申
懸
候
者
御
改
易
二
可
被
仰
付
事

傍
輩
中
万
悪
敷
儀
二
男
道
を
た
て
、
申
合
一
味
仕
間
敷
候
、
若
於
相
背
者
可
為
御
成
敗
事

於
宿
々
二
又
若
党
与
寄
合
、
悪
敷
儀
二
致
同
座
間
敷
候
、
相
背
者
可
為
御
成
敗
事

若
衆
狂
一
切
仕
間
候
、
若
相
背
輩
あ
ら
は
本
人
之
儀
者
可
為
御
改
易
、
其
間
々
使
を
致
候
も
の
御
成
敗
二
可
被

奥
之
御
小
姓
衆
と
中
好
知
音
ふ
り
い
た
す
へ
か
ら
す
、
於
相
背
者
可
為
曲
事

用
事
な
く
し
て
他
之
番
書
へ
寄
合
咄
申
間
鋪
候
、
相
背
族
あ
ら
は
過
料
可
被
仰
付
事

番
頭
・
組
頭
申
渡
儀
万
事
少
茂
違
背
仕
間
敷
候
、
於
相
背
者
急
度
曲
事
二
可
被
仰
付
事

条
々

仰
付
事
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ま
ず
、
宿
営
勤
務
の
基
調
で
あ
る
「
当
番
不
参
」
Ⅱ
改
易
が
、
寛
永
九
年
令
で
は
「
曲
事
」
（
第
三
条
）
と
暖
味
な
表
現
と
な
っ
て
い

る
。
要
す
る
に
、
罪
科
に
対
す
る
刑
種
が
不
明
確
な
表
現
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
七
条
に
お
い
て
も
同
様
な
措
置
が

と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
寛
永
元
年
令
第
二
条
と
同
趣
旨
で
あ
り
、
法
度
に
背
い
た
者
お
よ
び
不
形
儀
者
に
対
す
る
規
定
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
罪
科
に
対
す
る
刑
種
が
、
寛
永
元
年
令
で
は
死
罪
・
流
罪
・
過
料
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寛
永
九
年
令
で
は
、

改
易
が
そ
の
内
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
措
置
か
ら
は
、
幕
府
の
罪
科
に
対
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
、
単
独
で
示
さ
れ
て
い
た
改
易
規
定
は
、
寛
永
九
年
段
階
に
お
い
て
独
自
性
の
薄
い
刑
種
と
な
っ
た
の

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
厳
格
な
宿
営
体
制
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
改
易
に
対
す
る
罪
科
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

（
５
）

ろ
が
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
寛
永
九
年
令
（
「
東
武
実
録
」
）
で
は
、
顕
著
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
於
殿
中
喧
嘩
・
口
論
有
之
刻
々
其
番
切
に
可
計
之
、
他
番
之
誰
者
其
番
普
に
有
之
而
御
側
近
き
面
々
井
番
頭
・
組
頭
可
随

差
図
事
、
附
、
火
事
之
時
茂
可
為
同
前
事

一
、
結
徒
党
儀
御
停
止
之
間
弥
守
、
其
旨
一
味
仕
間
鋪
事

一一一一一

、 、 、 、 、

右
条
々
堅
可
相
守
、
此
旨

寛
永
九
年
申
五
月
七
日

番
代
之
儀
可
致
厳
密
事

番
中
之
面
々
善
悪
之
儀
無
依
枯
晶
眉
有
様
に
可
致
言
上
事

不
申
上
し
て
不
叶
御
用
之
儀
者
時
節
不
計
可
申
上
事

不
依
何
事
御
法
度
を
相
背
井
不
形
儀
之
輩
、
或
者
死
罪
、
或
者
流
罪
、
改
易
、
又
者
過
料
、
可
依
科
之
軽
重
事

条
々
堅
可
相
守
、
此
旨
御
法
度
之
趣
違
背
之
族
を
見
の
か
し
・
聞
の
か
し
於
令
用
捨
者
、
番
頭
・
組
頭
可
為
曲
事

当
番
不
参
可
為
曲
事
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（
２
）
法
曹
法

は
じ
め
に
、
「
諸
例
類
纂
」
の
条
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
、
改
易
者
住
居
御
構
等
ハ
無
之
、
御
暇
被
下
、
平
民
二
相
成
迄
、
此
名
目
者
當
主
井
嫡
子
二
限
り
候
事

す
な
わ
ち
、
主
家
よ
り
主
従
関
係
を
断
絶
さ
れ
、
平
民
と
な
る
こ
と
。
但
し
、
住
居
地
の
制
限
は
な
く
、
そ
の
後
の
生
活
範
囲
の
規

制
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
改
易
が
施
行
さ
れ
る
の
は
当
主
お
よ
び
嫡
子
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
ミ
ク
ロ
で
み
れ
ば
、
改
易
↓

浪
人
、
そ
し
て
、
浪
人
Ⅱ
平
民
と
い
う
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
浪
人
は
名
字
帯
刀
は
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
身
分
的
取

り
扱
い
は
事
実
上
平
民
と
同
一
で
あ
り
、
大
意
と
し
て
の
問
題
は
な
く
、
身
分
刑
と
す
る
従
来
よ
り
の
見
方
に
修
正
は
不
要
で
あ
ろ

う
。
但
し
、
詳
細
は
次
章
に
ゆ
ず
る
が
、
改
易
は
終
身
刑
で
は
な
く
、
後
年
に
赦
免
や
恩
赦
と
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
そ
う
し
た
柔
軟
性
を
も
っ
た
身
分
刑
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

対
し
て
、
そ
の
執
行
対
象
が
「
当
主
井
嫡
子
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
個
別
事
例
を
み
て
い
く
と
適
合
し
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
す

る
。
こ
こ
で
幾
つ
か
実
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
一
○
月
二
九
日
、
勘
定
奉
行
大
橋
親
義
の
嫡
子
住
則
・
次
男
主
水
・
三
男
主
膳
は
、
父
の
答
に
連
座
し
、

改
易
処
分
を
う
け
て
い
る
。
父
の
答
は
、
美
濃
郡
上
藩
で
起
き
た
宝
暦
騒
動
に
関
与
し
た
こ
と
で
あ
り
、
親
義
自
体
は
陸
奥
中
村
藩
主

相
馬
尊
胤
に
永
預
と
な
っ
た
。
幕
府
評
定
所
に
お
け
る
申
し
渡
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

で
あ
る
。

（
６
）

申
渡
之
覚

近
江
惣
領
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こ
う
し
た
事
例
は
、
江
戸
初
期
に
お
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
一
○
月
一
九
日
、
石
川

康
次
（
信
濃
松
本
の
内
五
千
石
）
は
、
兄
康
長
が
大
久
保
長
安
事
件
に
関
与
し
た
と
し
て
改
易
と
な
っ
た
の
に
連
座
し
て
同
罪
処
分
を

う
け
て
い
る
（
「
断
家
譜
』
）
。
対
し
て
、
幕
末
期
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
○
月
三
日
、
寄

合
鳥
居
忠
耀
嫡
子
中
奥
番
烏
居
久
五
郎
と
五
男
保
五
は
、
共
に
父
が
罪
に
連
座
し
、
改
易
と
な
っ
て
い
る
（
「
続
徳
川
実
紀
」
弘
化
二

年
一
○
月
三
日
条
）
。
以
上
の
事
例
か
ら
も
、
改
易
の
被
執
行
者
が
当
主
お
よ
び
嫡
子
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で

す
な
わ
ち
、
こ
（

と
を
示
し
て
い
る
。

み
ぎ
ご
ブ
（
や
○一

方
、
「
御
定
書
百
箇
条
」
に
は
次
の

同
主
膳

右
両
人
義
、
兄
海
老
之
助
同
様
被
仰
付
候

、
こ
の
子
息
へ
の
連
座
は
、
庶
子
も
嫡
子
と
同
罪
で
あ
り
、
改
易
が
当
主
お
よ
び
嫡
子
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ

大
橋
海
老
之
助寅

廿
八

父
近
江
不
届
之
品
有
之
二
付
、
相
馬
弾
正
少
輔
江
預
ヶ
被
成
候
、
依
之
其
方
儀
改
易
被
仰
付
者
也

近
江
次
男

同
人
三
男

大
橋
主
水二

十

よ
う
に
あ
る
。
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含
ｊ
）

但
、
宿
へ
相
帰
、
夫
よ
り
立
退
申
候
二
付
、
跡
家
屋
敷
御
取
上
二
相
成
、
家
財
ハ
御
構
有
之
間
敷
哉
之
事

ま
ず
、
「
身
分
動
候
」
と
は
、
主
従
関
係
を
も
つ
武
士
身
分
が
、
そ
れ
を
断
絶
さ
れ
た
浪
人
へ
と
動
く
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
は
文
章
表
現
の
問
題
で
あ
っ
て
、
「
諸
例
類
纂
」
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
居
住
地
に
関
し
て
は
、
「
跡
家
屋
敷
御
取
上
」
と
あ
り
、

屋
敷
の
没
収
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
屋
敷
の
取
り
扱
い
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
諸
例
類
纂
』
に
も
あ

る
居
住
地
の
自
由
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
家
財
ハ
御
構
有
之
間
敷
」
と
あ
り
、
家
財
の
所
有
は
認
可
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
帯
刀
に
つ
い
て
は
、
「
大
小
ハ
御
渡
し
」
と
あ
り
、
そ
の
返
上
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
刀
が
屋
敷
と
共
に
主
家
よ

り
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
所
以
す
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
、
役
職
・
食
録
等
と
同
様
に
そ
の
身
分
と
は
不
可
分
な
も
の
で

あ
る
た
め
、
家
臣
た
る
身
分
の
喪
失
と
共
に
没
収
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
な
る
。

以
上
、
法
曹
法
に
よ
る
分
析
で
は
、
①
士
籍
剥
奪
を
意
味
す
る
身
分
刑
で
あ
る
。
②
当
主
・
嫡
子
・
庶
子
何
れ
に
も
適
応
す
る
。
③

主
従
契
約
に
従
し
て
拝
領
し
た
両
刀
・
屋
敷
は
没
収
と
な
る
が
、
そ
れ
に
抵
触
し
な
い
家
財
・
居
住
地
へ
の
規
制
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

次
に
、
江
戸
初
期
の
裁
判
制
度
を
概
観
し
て
み
た
い
。
幕
府
評
定
所
で
の
審
議
を
司
法
組
織
に
よ
る
裁
判
制
度
の
確
立
と
し
て
み
る

な
ら
ば
、
幕
府
官
職
制
度
の
大
綱
が
整
備
さ
れ
た
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
二
月
が
最
初
の
画
期
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
際

二
江
戸
初
期
の
改
易

之 、
但哉改
、之易
宿事ハ

改易ハ

身
分
動
候
故
重
キ
儀
に
て
、
大
小
ハ
御
渡
し
宿
へ
罷
帰
り
、
早
速
屋
敷
引
払
、
然
共
先
々
罷
在
候
場
所
二
御
榊
ハ
無
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に
お
い
て
幕
府
評
定
衆
に
も
大
改
編
が
加
え
ら
れ
、
老
中
以
外
に
寺
社
奉
行
・
町
奉
行
・
勘
定
頭
・
大
目
付
な
ど
が
構
成
員
と
定
め
ら

れ
、
翌
一
二
月
二
日
式
日
よ
り
新
構
成
員
で
寄
合
が
行
な
わ
れ
、
こ
こ
に
幕
府
評
定
所
制
は
確
立
を
み
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
幕
府

評
定
所
の
確
立
以
前
は
如
何
な
る
状
況
で
あ
っ
た
の
か
を
、
改
易
と
さ
れ
た
罪
科
や
裁
決
方
法
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
た
、

対
象
年
代
の
下
限
は
幕
府
評
定
所
が
成
立
し
た
寛
永
一
二
年
一
○
月
と
す
る
。
【
表
１
］
は
、
「
当
代
記
」
・
「
駿
府
記
」
・
「
慶
長
年
録
」
・

「
元
和
年
録
」
・
「
江
城
年
録
」
を
出
展
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
以
て
検
討
し
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
、
分
析
方
法
で
あ
る
が
、
次
の
二
つ
の
視
角
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
い
ｃ
一
つ
は
裁
決
方
法
、
二
つ
に
罪
科
に
よ

る
分
析
。
こ
の
二
つ
の
視
角
に
よ
っ
て
、
江
戸
初
期
の
改
易
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
裁
決
方
法
で
分
類
す
る
と
、
最
多
は
大
御
所
家
康
に
よ
る
直
裁
の
６
件
（
④
⑤
⑬
⑮
⑯
⑰
）
で
あ
る
。
こ
の
裁
決
方
法

は
、
幕
府
評
定
所
制
の
確
立
以
後
に
は
存
在
し
な
い
方
法
で
あ
る
。
④
は
京
都
北
野
賀
茂
辺
に
て
歌
舞
伎
衆
と
戯
れ
、
か
つ
女
色
に
溺

れ
た
行
為
が
、
大
御
所
の
逆
鱗
に
触
れ
た
た
め
と
あ
る
。
⑤
は
望
外
な
造
作
を
し
た
こ
と
に
よ
る
普
請
遅
延
を
答
め
ら
れ
て
の
こ
と
。

⑬
は
そ
の
前
年
、
中
村
忠
一
（
伯
耆
米
子
一
七
万
五
千
石
）
改
易
時
の
城
請
取
の
上
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
中
村
家

〈
長
安
）

よ
り
召
し
上
げ
た
諸
道
具
の
取
り
扱
い
は
、
本
来
江
戸
へ
伺
い
を
た
て
た
上
で
処
置
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
幸
、
大
久
保
石
見
守
、
石
見

国
へ
下
時
分
成
け
れ
は
、
石
見
方
へ
」
渡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
曲
事
と
判
断
さ
れ
、
改
易
処
分
を
う
け
て
い
る
。
⑬
⑯
⑰
は
原
因
不

詳
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
当
時
駿
府
に
在
り
、
「
慶
長
年
録
」
の
方
の
表
現
で
は
、
「
大
御
所
様
よ
り
御
改
易
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
将
軍
家
秀
忠
に
よ
る
直
裁
と
し
て
明
示
で
き
る
も
の
は
な
い
。
強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
①
に
お
い
て
「
自
将
軍
家
町

に
金
被
掛
、
可
申
出
の
由
被
立
札
」
と
あ
り
、
江
戸
町
中
に
て
辻
切
の
嫌
疑
が
か
か
っ
た
服
部
正
就
を
将
軍
家
自
ら
が
捜
索
の
触
を
出

し
て
お
り
、
直
裁
の
可
能
性
は
高
い
。

ま
た
、
奉
行
衆
に
よ
る
裁
断
も
同
様
で
あ
り
、
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
②
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
官
彦
坂
と
百
姓
の
公
事
を
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「
各
奉
行
衆
被
聞
之
処
、
小
刑
部
為
非
分
、
其
上
公
方
勘
定
前
引
負
多
之
、
依
之
則
改
易
」
と
あ
る
。

次
に
、
御
前
公
事
に
よ
る
も
の
が
３
件
（
⑥
四
⑳
）
あ
る
。
⑥
は
松
平
忠
輝
（
越
後
高
田
六
○
万
石
）
の
家
老
皆
川
広
照
ら
が
、
当

主
忠
輝
は
苛
政
を
行
な
っ
て
い
る
と
駿
府
の
家
康
に
愁
訴
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
一
件
で
あ
る
。
愁
訴
さ
れ
た
忠
輝
は
大
い
に
驚

き
、
自
ら
駿
府
に
赴
い
て
反
論
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
奉
行
進
士
情
三
郎
を
召
し
て
の
御
前
対
決
と
な
り
、
敗
訴
し
た
広
照

が
改
易
処
分
と
さ
れ
て
い
る
。
⑳
は
松
平
忠
輝
家
中
で
の
家
臣
間
の
争
い
が
御
前
公
事
と
な
り
、
敗
訴
し
た
花
井
主
水
が
改
易
と
な
っ

た
事
件
で
あ
る
。
告
訴
者
は
花
井
の
従
者
安
西
右
馬
丞
で
あ
り
、
そ
の
訴
え
に
よ
れ
ば
、
大
坂
夏
の
陣
に
お
け
る
不
首
尾
、
呉
服
屋
へ

の
借
金
未
払
い
、
度
重
な
る
女
淫
な
ど
花
井
の
行
為
は
主
に
似
合
わ
ざ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
安
西
は
、
「
御
主
之
儀

を
少
成
共
申
わ
け
て
仕
由
申
た
て
候
処
、
奇
特
に
思
召
之
由
之
上
意
に
て
」
旧
食
録
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
⑳
は
大
坂
夏
の
陣
時
の
所

行
を
め
ぐ
る
相
役
衆
石
川
市
左
衛
門
と
道
具
奉
行
中
小
姓
次
郎
右
衛
門
の
論
争
で
あ
る
。
原
因
は
、
次
郎
右
衛
門
の
石
川
へ
の
中
傷
に

あ
り
、
対
す
る
石
川
が
幕
府
に
目
安
を
差
し
上
げ
、
結
果
、
御
前
対
決
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
検
儀
で
は
互
い
に
証
拠
が
な

く
、
結
局
「
此
公
事
双
方
閉
門
、
其
中
石
川
市
左
衛
門
御
改
易
」
と
な
っ
た
。
結
果
的
に
は
同
罪
と
も
思
え
る
が
、
起
訴
側
の
方
が
重

こ
こ
で
裁
決
方
法
に
よ
る
分
析
を
小
括
し
て
み
た
い
。
最
多
は
大
御
所
直
裁
に
代
表
さ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
御
前
公
事
も
大
枠
で
は
そ
の
内
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
司
法
組
織
に
よ
る
裁
判
制
度
が
未
確
立
の
段
階
に
お
け

る
主
従
契
約
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
大
御
所
直
裁
の
多
く
は
駿
府
で
の
一
件
が
多
く
、
処
断
さ
れ
て
い
る
家

臣
も
大
御
所
の
直
接
配
下
で
あ
る
ゆ
え
、
単
に
不
興
を
か
え
ば
そ
の
関
係
も
危
機
的
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
判
断
も
主
君
の
家

臣
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
や
政
治
的
情
況
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
。
し
か
ら
ぱ
、
こ
の
場
合
の
改
易
は
、
主
君
か
ら
家
臣
と
し
て
不
適
格
と

判
断
さ
れ
、
主
従
関
係
を
断
絶
さ
れ
る
ケ
ー
ス
の
一
刑
罰
と
い
え
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
死
罪
や
流
罪
も
主
従
関
係
の
断
絶
と
い

罪
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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【表1】江戸初期の改易

｢江城年録｣。また、I当代紀」・

｢江城年録」は『内I削文M【所蔵

雌）当・“『当代記』、駿…「駿府記｣、慶…『慶畏年録｣、元…『元和年録｣、江“

｢駿府記jは、「当代記・駿府記」（続群杏類従完成会)、「慶長年調・『元和年録』

史輔殻刊」（汲古書院）によって作成した。

う
点
で
は
同
様
で
あ
り
、
そ
の
差

異
は
君
主
の
時
宜
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
但
し
、
公
事
（
②
の
室
凹
②
⑬

⑳
⑳
）
に
お
け
る
敗
訴
人
は
全
て

改
易
と
な
っ
て
お
り
、
「
公
事
敗

訴
↓
改
易
」
の
ケ
ー
ス
は
規
定
化

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
今
度
は
も
う
一
つ
の
視

角
で
あ
る
罪
科
に
よ
る
分
析
を
し

て
い
こ
う
。
【
表
１
】
の
改
易
理

由
を
一
見
し
て
気
付
く
こ
と
は
、

公
金
横
領
、
女
淫
、
切
支
丹
、
大

坂
陣
、
強
訴
、
公
事
敗
訴
な
ど
極

め
て
多
岐
で
あ
り
、
統
一
性
が
薄

い
こ
と
で
あ
る
。
公
事
敗
訴
は
７

件
あ
る
が
、
公
事
内
容
や
経
過
か

ら
は
共
通
事
項
は
見
い
だ
せ
な
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番号 年月 日 人名 役職・食録 理由 出典

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳

慶長10年12月2日

慶長11年1月

慶長11年5月25日

慶長11年6月

慶長14年9月16日

慶長14年9月23日

慶長14年10月16日

慶長16年3月11日

慶長16年12月9日

慶長17年1月12日

慶長18年1月14日

慶長18年5月19日

慶長18年10月13日

慶長18年10月13日

慶長18年10月27日

慶長18年10月27日

慶長18年10月27日

慶長18年10月27日

慶長19年3月15日

慶長19年9月19日

慶長20年閏6月12日

日
日

６
６

２
２

月
月

２
２

１
１

年
年

１
１

和
和

一
兀
一
兀

日
日
日

７
２
５

２
１
１

月
月
月

尼
６
９

年
年
年

１
２
２

和
和
和

一
元
一
兀
一
兀

元和3年11月

寛永11年10月13日

服部正就

彦坂元成

松平若狭守

津田長門守他

内藤金左衛門

皆川広照

水野忠胤の配下

権田小三郎

柴田七九郎

小笠原権之丞他

柴田左近

今村掃部助他

弓気多源七郎他

鵜殿兵庫

谷六右衛門

牢藤半右衛門他

佐々淡路守兄弟

金阿弥の子

堀伊賀守

岡平内

櫛口外記他

須賀摂津守

藤田能登

城和泉守他

花井主水

石川市左衛門

山岡五郎作他

駿河大番42名

代官

松の九番

普禰奉行

松平忠輝家老

大番士

丹波国代官

歩行頭

松平忠直家臣

使浴

中村忠一家老

瞥院番頭

使瀞

Wlll伯耆守組他

松平忠輝家臣

相役衆

駿河大番

江戸町中にて辻斬り

天領百姓への非分、公金横領

女事に付いて

京町にて不良行為、女淫

石垣普諭の不出来

国奉行進士滴三郎と公事

伏見での無行儀露顕

公金横領（山公事時に露顕）

非道（公事敗訴）

切支丹のため

盗人に宿貸し

家中闘瀞（公事敗訴）

城調取役時の不正

大久保長安との関係に付

不詳

不詳

不詳

不詳

大久保忠隣と泥懇

切支丹を匿う

大坂城に瓶もる

本多出雲敗軍に付（大阪陣）

小笠原父子討死に付(大阪陣）

大阪陣

安西右馬丞との公事に敗れる

大坂陣の件で道具奉行と公事

上洛中の道中宿割の件

帰府を願い強訴

腿
慶
慶
慶
慶
慶
慶
脛
慶

ゆ
り
申
●
申
。
Ｃ
ｅ
●

当
当
当
当
当
腿
当
当
腿
当
慶
駿
当
当
慶
当
当
当
慶
駿
駿
元
元
元
元
元
元
江



本
章
で
は
、
江
戸
幕
府
刑
法
上
の
改
易
の
位
置
を
明
確
に
し
て
み
た
い
。
主
要
史
料
は
「
断
家
譜
」
と
す
る
。
『
断
家
譜
」
は
、
幕

臣
田
畑
吉
政
が
著
し
た
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
成
立
の
系
譜
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
慶
長
～
文
化
年
間
に
至
る
大
名
・
旗
本
・
官

医
の
う
ち
絶
家
と
な
っ
た
八
八
○
余
家
に
つ
い
て
、
い
ろ
は
順
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
絶
家
に
関
し
て
は
疎
漏
の
多
い
「
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
（
以
下
、
「
寛
政
譜
』
と
略
す
）
よ
り
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
刑
罰
の
記
載
も
詳
細
で
あ
る
。
例
え
ば
、
追
放
刑
の
場

合
、
重
追
放
・
中
追
放
・
軽
追
放
の
別
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
「
寛
政
譜
」
よ
り
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪

内
容
に
お
い
て
は
不
詳
な
も
の
が
多
い
た
め
、
そ
の
欠
は
「
寛
政
譜
』
な
ど
で
補
う
こ
と
に
す
る
。

い
さ
さ
か
繁
雑
と
な
っ
た
が
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
概
括
し
て
お
き
た
い
。
江
戸
初
期
の
改
易
は
、
特
定
の
罪
科
に
適
応
す

る
刑
罰
で
は
な
く
、
主
君
が
家
臣
へ
関
係
断
絶
を
下
す
一
処
断
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
処
断
基
準
も
主
君
の
個
人
的
感
情
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
結
果
は
罪
科
の
多
様
性
に
顕
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
決
方
法
も
大
御
所
直
裁
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
個
々
に
対
す
る
直
接
裁
許
を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
形
式
が
採
ら
れ
た
要
因
は
、
司
法
組
織
に
よ
る
裁
判
制
度
が
未

確
立
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
初
期
形
式
は
、
幕
府
の
中
央
司
法
組
織
Ⅱ
評
定
所
の
確
立
を
も
っ
て
変
質
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
変
質
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
章
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
結
論
付
け
た
い
。

い
。
す
な
わ
ち
、
切
支
丹
隠
匿
や
大
坂
陣
で
の
背
反
行
為
な
ど
の
重
科
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
比
す
れ
ば
軽
罪
で
あ
る
女
淫
な
ど
も
あ

る
。
こ
う
し
た
改
易
理
由
の
不
統
一
性
は
、
大
御
所
直
裁
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
処
断
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

三
江
戸
幕
府
刑
法
に
お
け
る
改
易
の
位
置
Ｉ
「
断
家
譜
』
に
よ
る
検
討
Ｉ
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【表2】断家譜における斬罪

（
１
）
斬
罪

近
世
死
罪
の
内
、
士
分
以
上
で
最
も
重
罪

と
さ
れ
た
の
が
斬
首
で
あ
る
。
「
断
家
譜
」

で
は
妬
件
が
検
索
で
き
た
（
【
表
２
】
参
照
）
。

罪
状
の
多
く
は
博
突
・
窃
盗
・
殺
人
で
あ

り
、
加
え
て
そ
れ
ら
を
複
数
犯
し
た
こ
と
が

判
決
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
武
士
の

場
合
、
庶
民
に
比
し
て
博
突
や
窃
盗
に
対
す

る
断
罪
規
定
は
厳
し
く
、
理
由
の
如
何
に
よ

ら
ず
重
科
に
処
せ
ら
れ
た
。
要
す
る
に
、
博

突
や
窃
盗
は
恥
辱
的
な
罪
科
で
あ
り
、
「
士

に
あ
る
ま
じ
き
」
行
為
と
さ
れ
た
の
で
あ

分
析
方
法
は
、
「
断
家
譜
」
か
ら
斬
罪
・

切
腹
・
遠
島
・
追
放
・
改
易
の
全
て
を
検
索

し
て
、
各
項
ご
と
に
そ
の
犯
罪
内
容
を
検
討

し
、
そ
こ
か
ら
改
易
の
刑
法
的
位
置
を
確
定

し
て
み
た
い
。
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番号 年月 日 人名 役職・食録 理由

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳

寛文6年6月5日

寛文6年6月5日

寛文6年11月27H

寛文6年11月27日

貞享1年11月14日

貞享2年6月25日

元禄2年閏1月3日

元禄7年9月26日

元禄7年9月26日

元禄14年11月11日

元禄15年閏8月25日

宝永1年8月26日

正徳4年3月5日

享保19年9月5日

享保19年9月5日

安永6年10月22H

天明7年12月24日

寛政1年6月2日

寛政1年7月11日

寛政1年10月2日

寛政1年10月3日

寛政8年6月23日

寛政8年6月23日

享和3年

文化5年

樋口惣左衛門

神保弥惣左衛門

岩間勘左衛門

岩間六十郎

背山義虎

簡根平兵衛

"RI見重治

米倉六左衛門

米倉半左衛門

高林与惣左衛門

佐脇次郎左衛門

櫛口右近

白井勝昌

武井善八郎

鈴木新三郎

飯室昌薫

能勢兵五左衛門

福鵠正儀

浅井休微

字垣貞右衛門

前蝿武教

小栗忠峯

大場景雄

久保金兵衛

柴崎正春

大諦

石
俵

知
到

組
謂

姓
蒋

、
、

４
４

不詳

小普諭7㈹俵

書院番5㈹石

小普諭15"石

蔵奉行200俵

(致仕）

小普諭4叩俵

小諜砺lm"10人扶持

石
石

伽
知

蝿
州
鈍
閲

号
仙
二
．

錐
闇
並
卸

、
、

４
４

俊
俵

㈹
㈹

２
２

耐
諭

並
画
雌
剛

小
小

不詳

小蒋諭150俵

勘定l叩俵5人扶持

小瞥諭15人扶持

小普諭3”俊

小幣諭l叩俵

不詳

小将紺150俵

不詳

納戸250俵

不詳

不詳

不詳

不詳

殺人・逐遜・偽証

窃盗物を質入

殺人・逐咽・偽証

蔵米掠取を従者殺害し罪を着す

蔵米掠取を従者殺害し罪を蒜す

窃盗の上、穿鑿時逐電

偽券瞥による金借

偽借金証文作成

絵島に仕える妹を諌言せず、かつ

卑賎へ参会させる

帯刀衣類なく、居宅で卑賎と博突

博突し、卑賎に両刀を奪われる

博突・殺人・窃盗

妾と市人宅に居住、不帯刀市中俳

掴、諌言の斐等殺害

不詳

不詳

養子偽証入籍、糺明時出奔

出自偽称家継、借金未納

卑賎と夜中俳個・窃盗・偽証

卑賎と夜中俳個・窃盗・偽証

不詳

不詳



（
２
）
切
腹

切
腹
は
士
以
上
の
武
士
に
科
せ
ら
れ
た
死
刑
で
あ
る
。
斬
首
よ
り
名
誉
と
さ
れ
た
。
「
断
家
譜
」
か
ら
は
記
件
が
検
索
で
き
た
二
表

３
】
参
照
）
。
罪
状
不
詳
を
除
き
大
ま
か
な
罪
状
分
類
を
し
て
み
る
と
、
殺
人
９
件
（
④
⑬
⑲
飼
勗
國
飼
勗
邑
）
、
喧
嘩
２
件
（
②
⑤
）
、

不
行
跡
８
件
（
①
⑤
嗣
而
面
罵
輿
⑮
⑬
）
、
養
子
偽
称
入
籍
３
件
（
、
④
⑳
）
、
連
座
１
件
（
⑰
）
と
な
る
。

は
じ
め
に
、
最
多
の
殺
人
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
全
て
が
「
乱
心
」
「
狂
気
」
と
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
の
具
体

的
理
由
を
知
る
こ
と
は
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
難
し
い
。
と
も
あ
れ
、
「
狂
気
の
殺
人
↓
切
腹
」
と
い
う
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
喧
嘩
２
件
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
と
共
に
近
世
初
期
で
あ
り
、
罪
科
に
対
す
る

刑
罰
規
定
も
厳
し
い
時
期
で
あ
り
、
後
年
の
遠
島
に
匹
敵
す
る
罪
科
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

次
に
、
不
行
跡
で
あ
る
が
、
８
件
全
て
を
不
行
跡
と
し
た
の
は
、
や
や
強
引
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
が
役
職
に
不
適
格
と
み
な
さ
れ

た
も
の
を
一
括
し
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
【
表
３
］
の
理
由
で
は
具
体
性
に
欠
け
る
の
で
、
各
事
例
の
概
要
を
示
す
こ
と

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
他
の
罪
を
合
わ
せ
お
こ
し
た
場
合
や
罪
科
の
隠
匿
を
謀
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
は

必
然
と
な
る
。
こ
こ
で
幾
つ
か
を
具
体
的
に
検
証
し
て
み
よ
う
。
⑤
⑦
は
、
殺
人
を
犯
し
逐
電
し
、
な
お
か
つ
、
糺
明
時
に
罪
科
を
偽

証
し
た
こ
と
。
③
⑨
は
蔵
米
を
掠
め
取
っ
た
上
に
、
従
者
を
殺
害
し
そ
の
罪
を
き
せ
た
こ
と
。
⑭
は
博
突
自
体
が
重
罪
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
加
え
て
、
そ
の
相
手
が
卑
賎
の
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
見
窄
ら
し
い
衣
類
を
着
て
、
帯
刀
を
も
怠
る
所
行
が
重
な
っ
て
の
こ

と
。
⑯
は
博
突
に
興
じ
、
そ
の
際
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
同
僚
を
殺
害
し
金
銭
を
奪
い
取
り
、
そ
の
上
、
死
体
を
遺
棄
し
た
こ
と
。

総
じ
て
斬
罪
は
、
博
突
・
窃
盗
・
殺
人
な
ど
の
重
科
を
複
数
犯
し
た
場
合
、
も
し
く
は
、
そ
の
犯
罪
経
緯
が
極
め
て
悪
質
か
つ
破
廉

恥
な
も
の
。
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
罪
科
を
犯
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
隠
匿
行
為
を
し
た
場
合
が
そ
の
判
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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【表3】「断家贈」による切胆

に
し
よ
う
。
⑦
は
物
頭
の
地
位
に
あ
り
な

が
ら
、
同
僚
酒
井
勝
久
と
「
私
の
少
事
を

も
っ
て
評
の
し
こ
と
を
と
が
め
ら
れ
」
大

名
預
と
な
り
、
そ
の
後
、
事
の
子
細
の
穿

鑿
を
う
け
た
と
こ
ろ
、
「
拠
な
き
事
を
勝

久
に
申
か
け
、
剰
憤
に
た
へ
ず
う
ち
果
す

べ
き
よ
し
書
状
を
送
り
し
事
、
ひ
と
へ
に

狂
者
の
所
為
に
お
な
じ
」
と
さ
れ
、
切
腹

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
⑩
は
仮
病
を
誉
め

ら
れ
て
の
蟄
居
中
、
「
み
だ
り
に
市
中
に

出
、
不
法
の
ふ
る
ま
ひ
」
の
答
に
よ
る
。

⑭
は
日
常
不
行
跡
で
あ
り
、
か
つ
、
穿
鑿

時
に
虚
言
を
か
ま
え
、
し
か
も
「
下
人
の

請
判
せ
し
者
を
殺
害
」
し
た
こ
と
に
よ

る
。
⑮
は
代
官
と
し
て
の
租
税
滞
納
に
加

え
、
日
常
の
不
行
跡
に
よ
る
。
⑯
は
当
番

日
の
不
参
が
主
理
由
だ
が
、
そ
の
際
、
日

常
の
遊
所
で
の
不
作
法
が
露
顕
し
た
こ
と
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番号 年月日 人名 役職・食録 理由

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳

慶長20年閏6月l1日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

吃
Ｍ
ｍ
６
旧
錫
８
８
８
泌
泌
”
ｕ
副

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

吃
１
８
ｕ
７
５
７
７
ｎ
７
７
６
８
ｕ

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２
３
５
５
賜
陥
四
四
２
５
５
８
２
２

和
永
永
永
永
永
永
永
保
宝
宝
宝
和
和

元
寛
寛
寛
寛
寛
寛
寛
正
延
延
延
天
天
元禄2年閏1月3日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

皿
町
田
喝
２
妬
鰯
６
あ
⑲
２
妬

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

皿
２
８
２
吃
７
８
皿
９
７
３
１

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

哩
焔
４
６
旧
３
４
４
５
２
３
２

禄
禄
永
永
保
享
享
享
享
延
政
和

元
元
宝
宝
享
延
延
延
延
寛
寛
享

青山消長

別所孫次郎

成瀬正武

豊島信満

楢村孫九郎

板倉重次

小林正重

南条宗右衛門

高野喜三郎

山中亜之

関口作左衛門

関口左兵衛

内藤忠勝

津金又右衛門

中川八郎左衛門

瀬名義行

高林孫太郎

大久保忠賀

小尾七郎左衛門

前田利昌

金子八大夫

美擾部左伝次

板倉勝

馬鵡友甫

水野七郎右衛門

小嶋源左衛門

朝比奈泰甲

弓削田基隆

使番'㈹0貫文

和泉国内25“石

小姓組

目付17"石

小姓組

肥前島原4万石

小十人頭8”石

代官

勘定蔵奉行

大番4㈹石

関東代官

不詳

志摩鳥羽3万22“石

腰物奉行272石

代官

納戸頭5”石

不詳

書院番5”石

小普請2”俵

加賀国内1万石

俵
俵

伽
印

２
１

請
人

普
十

小
小

寄合6伽石

寄合150俵

台所頭1”俵5人扶持

石
石

却
却

請
組

普
姓

小
小

西丸書院番

大坂役時内通

喧嘩

不詳

殿中殺人

当番時喧嘩

国政不正路

狂者の所為

不詳

不詳

蟄居中不法の所為

不詳

不詳

増上寺にて殺人

不行跡・下人殺害

租税滞納・不行跡

当番不参・遊所で不作法

父に連座

不仁の所行

乱心殺人

乱心殺人

謎子偽称入籍

乱心伯父殺害

殿中乱心傷害

乱心妻・舅女殺害

養子偽称入籍

養子偽称入籍

乱,L､殺人

兄殺害



総
じ
て
、
切
腹
に
価
す
る
罪
科
は
、
①
乱
心
に
よ
る
殺
人
、
②
士
と
し
て
の
恥
辱
を
伴
わ
な
い
不
行
跡
、
③
養
子
偽
称
入
籍
、
が
主

要
判
例
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
付
言
す
る
と
、
①
は
他
の
刑
罰
に
は
な
く
、
切
腹
の
み
に
相
当
す
る
。
②
は
「
寛
政
譜
」
の
条
文

に
お
い
て
も
「
士
に
あ
る
ま
じ
き
」
と
い
う
表
現
は
一
切
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
先
の
斬
罪
の
項
で
み
た
よ
う
な
士
と
し
て
の
恥
辱
や

卑
劣
さ
を
含
む
犯
罪
や
、
多
数
の
罪
科
を
犯
し
た
事
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
斬
罪
と
の
明
確
な
差
異
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
③
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
遠
島
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
み
る
こ
と
の
で
き
る
罪
科
で
あ
り
、
時
宜
に
応
じ
た
対
応
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
養
子
偽
称
入
籍
に
つ
い
て
は
、
時
代
が
下
る
に
従
い
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
減
刑

化
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
可
能
性
と
し
て
の
み
に
止
め
て
お
く
。

（
３
）
遠
島

遠
島
は
離
島
に
流
し
て
島
民
と
雑
居
し
て
自
活
さ
せ
る
刑
で
あ
り
、
死
刑
に
つ
ぐ
重
刑
で
あ
り
、
武
士
・
僧
侶
・
神
職
・
庶
民
を
問

わ
ず
適
応
さ
れ
た
。
「
断
家
譜
」
か
ら
は
江
戸
幕
府
の
重
刑
の
う
ち
最
多
の
副
件
を
検
索
で
き
た
二
表
４
－
参
照
）
。
理
由
不
詳
を
除

も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
が
「
不
行
跡
↓
切
腹
」
の
理
由
だ
が
、
職
務
不
履
行
で
は
あ
る
が
、
斬
罪
理
由
に
あ
る
博
突
・
女
淫
と

い
っ
た
武
士
と
し
て
の
恥
辱
的
行
為
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
養
子
偽
証
入
籍
で
あ
る
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
近
世
中
期
以
降
に
み
ら
れ
る
養
子
相
続
を
め
ぐ
る
不
正
行
為
で
あ
り
、
少
な

か
ら
ず
み
ら
れ
る
罪
科
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
他
家
の
養
子
相
続
を
仲
介
す
る
と
し
て
謝
金
を
受
納
し
、
か
つ
、
そ
の
養
子
相
続
に
際

し
て
当
初
と
は
別
人
を
偽
称
相
続
さ
せ
る
と
い
っ
た
手
口
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
罪
科
は
、
近
世
後
期
に
そ
の
軒
数
が
増
加
し
て
い

く
。
そ
の
背
景
に
は
、
近
世
中
期
以
降
の
武
家
社
会
内
に
お
け
る
旗
本
層
の
婚
姻
・
養
子
と
い
っ
た
家
と
し
て
の
再
生
産
構
造
の
成
立

に
伴
い
発
生
し
た
罪
科
と
い
え
よ
う
。
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【表4】「断家譜」における遠島

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

ｆ叩３

疵
砿
石
雌
石
石
礪
俵

耐
番
姻
細
抑
知
副
知

腎
院
稀
姓
官
官
前
瀞

小
酢
犬
ト
ｔ
ｆ
塾
斫

制汗ﾉ凡艮lj多そ間

喝井伊右衛F

1､鵡朝邦

豊島勝正

酉井実季

尻味豊法 仏Ⅲ1，手代への差図不宜

藤子偽称入籍、宝永6年lO月25E

牧免

健子偽称入籍、宝永6年10月25E

枚免

不法の躯、宅永元年6月14日赦騨

剛 1丁燕14塁

擁
確
唖
疵
諏
砺

二砺匠産爾門 刎

間山一常 ノl

三好市五郎 4
1西安秀 4
嗜濃部定重 4
乏谷川惣右衛門棚

Jノコ八J

3月2

5月13

1月5旧

1月l3
l圃○守囮

⑱
⑲
⑳
⑳
”

L、吾

3年

⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑫
⑳
⑭
⑮
⑳
⑰
⑱
⑲
⑳

日 及谷川藤三郎

旧小林半之丞

日 奥山交竹院

田 平田伊右衛門

7日鈴木重峯

日 諸星同政

ヨ 能勢権兵術

増井市郎右衛慨

EI 佐藤半五郎
EI ノI,屋灌士二仁

埋
段
３
３
段
６
６
８
Ⅱ
Ⅲ
４
Ⅲ
Ⅲ

十
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

Ｕ
３
４
４
６
２
４
９
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
略
加

邪
徳
徳
徳
徳
保
保
保
保
保
保
保
保
保

型
正
正
Ｅ
Ｅ
享
享
箪
裳
嘉
衰
裳
享
註

耐l(X)鮫10人扶予

ﾗ的俵

需番500俵

'｣､腎諭320向 不評

'1,粁諭4叩俵 博突

不詳 博突の罪

'j､瞥謂300俵 同l3日1

大坂金奉行267俵 不詳

擢物方2釦石 不詳

小普請l"俵lO人扶持不詳

小十人15人扶持 酒狂狼蕊

墨師3㈹俵 不詳

'l,瞥謂300石 碇興家謝

衛
旙

右
衛
郎

政
次
右
正
五
癖

泰
佐
仁
満
助
筈

野
村
崎
藤
上
辻

左
水
急
左
毎
署
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【表4】「断家譜」における遠島（つづき）
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番号 年月日 人名 役職・食録 理由

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑬
⑲
⑳
⑳
⑫
⑳
②
⑮
⑳
⑳
⑬
⑲
⑳
⑳
⑫
⑬
⑭
⑮
⑳
⑰
⑬
⑲
⑳
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳

延享2年3月7日

延享4年11月6日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

⑲
旧
旧
幻
陥
ｕ
Ｂ
羽
肥
記
認
喝

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

３
３
３
９
２
哩
５
ｕ
６
吃
５
２

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

３
３
３
３
２
２
４
５
６
６
８
ｕ

延
延
延
延
暦
暦
暦
暦
暦
暦
暦
暦

寛
寛
寛
寛
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

日
日
日
日
日
日
日

創
４
羽
翻
刻
創
吃

月
月
月
月
月
月
月

６
ｍ
９
９
７
７
５

年
年
年
年
年
年
年

吃
吃
３
３
４
４
２

暦
暦
和
和
和
和
永

宝
宝
明
明
明
明
安

安永4年5月27日

安永4年8月

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

”
９
４
４
四
肥
泌
羽
調
調
調
９
溺

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

９
７
８
８
８
２
７
８
８
８
８
皿
６

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

４
５
８
８
８
ｍ
２
８
８
８
８
８
１

永
永
永
永
永
永
明
明
明
明
明
明
政

安
安
安
安
安
安
天
天
天
天
天
天
寛

寛政1年閏6月1l日

寛政1年7月11日

寛政2年11月4日

文化4年7月18日

文化4年

漆原平吉

太田道寿

板橋盤阿

星野源七郎

加藤元次郎

本多重英

坂本甚右衛門

松平内膳

蝿田直次郎

久米新助

小沢他之助

鳥山輔平

鶴田主計

新見又十郎

村上茂肋

榊原源左衛門

比企善十郎

川井三次郎

遠藤弥市郎

遠藤甚四郎

井上富次郎

小把源大夫

森山高慶

猪飼正辰

細川宗仙

大橋伝七郎

須磨良川

山下勘解由

本庄巳之助

小宮山太郎兵衛

金田正字

谷金五郎

福鵡正胤

松田勝十郎

宮村高豊

千種鉄五郎

塩藤右衛門

林徹伯

小笠原数馬

森川次政

伊藤令序

小普謂320後

小普諭1噸石

(隠居)(元新番3“俵）

小普諭

勘定'㈹俵

小普諭600石

勘定150俵

書院番15"俵

石
俵

㈹
㈹

７
１

謂
筆

普
右

小
奥

不詳

俵
石
俵

側
叩
叩

２
５
２

調
謂
人

普
普
十

小
小
小

大坂蔵奉行

大番250俵

不詳150俵

俵
俵
俵
俵

叩
叩
印
叩

３
２
１
２

諭
謂
謂
諦

普
普
普
普

小
小
小
小

小普諭150俵

甲府勤番2"俵

小普謂8叩俵

寄合340石15人扶持

俵
石
俵
俵

釦
伽
別
的

２
６
１
３

諭
謂
人
調

普
普
十
普

小
小
小
小
西丸小十人40(〕俵

石
石

叩
叩

５
２

組
謂

姓
普

小
小

寄合5“石

小普諭組頭3“俵

駿州代官

美濃郡代l叩俵5人扶

持

小十人l"俵5人扶持

俵
俵

如
麺

綱
諭

普
普

小
小

不詳220俵

小普諭150俵5人扶持

不行跡・餐子偽称入籍、紅葉山法

華講行→遠島

不詳

不詳

養子偽称入籍、大礼→遠島

不詳

不正の親族作成

不詳

不詳

親不孝隠匿→不正出訴

賂受取、私曲

殺害隠匿、博突

妾と逐電

女遊操消、借金滞納

不行跡・博爽、「去年御受職等の

賀儀」→遠島

不詳

家宅忍入偽証、殺人隠匿

不詳

不詳

不詳

女淫・不法券瞥連印

不行跡・窃盗・逐電、「重き法会」

→遠島

博突

不詳

理不尽な従者殺害

不詳

博突

不詳

貧窮にて分限不保、酒狂

博突、識論→逐電、剃髪隠匿

養子偽称入籍

博爽

博突、娼家遊興

博突

博突、遊女買取

手代の貢金横領等を公聴に達せず

不詳

勤務怠慢、博突

不詳

博突、不行跡による貧窮

不詳

不詳
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き
、
主
な
罪
科
を
挙
げ
る
と
、
博
突
出
件

子
偽
証
入
籍
５
件
（
⑮
⑱
云
幽
⑭
⑩
）
、
公
金
横
領
５
件
（
③
轡
。
⑫
⑳
）
、
女
淫
・
遊
興
５
件
（
⑳
⑳
国
⑳
⑳
）
、
殺
人
３
件
（
⑳
⑳
⑭
）
、

酒
狂
２
件
（
⑬
⑳
）
、
窃
盗
１
件
（
⑥
）
と
な
る
。

一
見
し
て
博
突
が
判
例
の
基
調
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
博
突
は
先
に
み
た
斬
罪
事
例
で
も
散
見
し
た
罪
科
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
刑

法
上
で
は
重
科
に
価
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
淫
・
酒
興
な
ど
は
比
較
的
軽
罪
で
は
あ
る
が
、
博
突
と
共
に
「
士
に

あ
る
ま
じ
き
」
行
為
と
い
う
観
念
で
の
共
通
性
か
ら
処
断
理
由
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
遠
島
事
例
の
中
に
は
、
恩
赦
に
よ
る
減
刑
（
本
来
で
あ
れ
ば
斬
罪
）
が
適
応
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
８
件
（
③
⑳
⑳
⑳
⑨
⑭
⑭

、
）
含
ま
れ
て
い
る
（
後
に
赦
免
と
な
っ
た
３
件
［
⑮
⑯
⑰
］
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
除
く
）
こ
と
も
あ
り
、
死
罪
と
の
差
異
が
見
い
だ

し
に
く
い
事
例
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
恩
赦
事
例
を
除
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
遠
島
事
例
の
多
く
は
罪
科
が
単

数
で
あ
る
こ
と
が
顕
彰
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
「
士
に
あ
る
ま
じ
き
」
行
為
を
複
数
犯
し
た
場
合
、
も
し
く
は
そ
の
犯
罪
経
緯
が
極

め
て
悪
質
な
場
合
は
死
罪
、
そ
れ
に
対
し
て
、
当
該
の
罪
科
が
単
数
で
あ
っ
た
り
、
経
緯
が
短
絡
的
な
場
合
に
は
遠
島
、
と
い
う
図
式

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
追
放

追
放
刑
と
は
、
犯
罪
者
を
一
定
地
域
外
へ
放
逐
し
て
、
そ
の
地
域
内
へ
の
立
入
・
俳
個
・
居
住
な
ど
を
禁
止
す
る
刑
罰
で
あ
る
。
江

戸
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
初
期
よ
り
広
く
行
な
わ
れ
、
幕
府
法
・
藩
法
・
地
頭
法
な
ど
を
通
じ
て
刑
罰
体
系
の
中
心
を
な
し
て
い

た
。
【
表
５
】
に
あ
る
よ
う
に
『
断
家
譜
』
か
ら
は
認
件
検
索
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
表
記
に
お
い
て
は
、
単
に
追
放
と
あ
る
他
、
重

追
放
・
中
追
放
・
軽
追
放
と
区
別
さ
れ
て
い
た
。
追
放
刑
に
お
い
て
刑
の
程
度
が
重
・
中
・
軽
と
明
確
に
区
別
さ
れ
た
の
は
、
寛
保
二

（
）
、
不
行
跡
６
件

（
⑪
⑭
⑰
⑳
⑳
⑮
）
、
養

殺
人
３
件
（
⑳
⑳
②
）
、
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領
（
紛
失
も
含
む
）
５
件
（
⑬
凶
哩
⑫
⑳
）
、
博
突
５
件
（
⑳
の
飼
飼
⑳
）
、
連
座
２
件
（
⑰
⑳
）
と
な
る
。
さ
て
、
最
多
の
不
行
跡
の

内
容
で
あ
る
が
、
①
②
は
と
も
に
采
地
で
の
苛
政
と
日
常
の
身
持
ち
の
悪
さ
が
原
因
。
⑦
は
単
に
「
行
跡
よ
か
ら
ざ
る
に
よ
り
」
。
⑧

は
日
常
の
不
行
跡
に
加
え
、
従
者
に
非
道
で
あ
っ
た
こ
と
。
⑳
切
砂
は
士
と
し
て
当
然
で
あ
る
帯
刀
や
清
廉
な
身
形
を
怠
っ
て
の
処
置

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
分
析
に
あ
た
っ
て
も
重

ま
ず
、
重
追
放
・
追
放
は
合
わ
せ
て
銘
件

（
幽
哩
幽
國
⑳
）
で
あ
る
。
罪
科
不
詳
を
除
弐

で
あ
る
。
罪
科
不
詳
を
除
き

年
（
一
七
四
二
）
制
定
の
『
公
事
方
御
定
書
」
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
以
前
の
事
例
で
は
、
そ
の
多
く
が
、
追
放
と
の
み
表
記
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
重
追
放
は
武
蔵
・
相
模
・
上
野
・
下
野
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
山
城
・
摂
津
・
和
泉
・
大
和
・
肥

前
・
東
海
道
筋
・
木
曽
路
筋
・
甲
斐
・
駿
河
を
、
中
追
放
は
武
蔵
・
山
城
・
摂
津
・
和
泉
・
大
和
・
肥
前
・
東
海
道
筋
・
木
曽
路
筋
・

下
野
・
日
光
道
中
・
甲
斐
・
駿
河
を
、
軽
追
放
は
江
戸
十
里
四
方
・
京
・
大
坂
・
東
海
道
筋
・
日
光
道
中
を
御
構
場
所
と
し
、
他
に
い

ず
れ
も
住
居
お
よ
び
罪
を
犯
し
た
国
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
重
追
放
は
田
畑
・
家
屋
敷
・
家
財
が
、
中
追
放
は
田
畑
・
家
屋
敷
が
、

軽
追
放
は
田
畑
が
そ
れ
ぞ
れ
閾
所
と
な
っ
た
。
追
放
は
武
士
・
庶
民
と
も
に
適
用
さ
れ
た
が
、
追
放
に
な
る
と
武
士
は
浪
人
、
庶
民
は

無
宿
と
な
っ
て
各
地
に
分
散
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
【
表
５
】
を
み
て
い
く
と
、
単
に
追
放
と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
型
件
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
①
（
寛
文
八
年
）
～
⑲
（
享
保

一
六
年
）
は
全
て
そ
れ
で
あ
る
。
但
し
、
追
放
刑
が
細
分
化
さ
れ
た
「
公
事
方
御
定
書
」
以
前
の
事
例
が
全
て
そ
れ
で
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
享
保
期
の
事
例
で
あ
る
⑳
～
⑳
⑳
は
重
追
放
と
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
「
公
事
方
御
定
書
』
制
定
後
に
も
重
・
中
・
軽
が
付
か
な

い
追
放
は
散
見
す
る
（
⑳
、
塑
塑
⑭
）
。
か
く
し
て
、
追
放
刑
の
細
分
化
は
、
「
公
事
方
御
定
書
」
制
定
以
前
・
以
後
で
一
線
を
引
け
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
罪
科
か
ら
判
断
す
る
と
、
単
な
る
追
放
は
重
追
放
と
同
等
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
分
析
に
あ
た
っ
て
も
重
追
放
と
追
放
は
同
レ
ベ
ル
と
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

大
別
し
て
み
る
と
、 （

…

不
行
跡
過
件
（

）
、
公
金
横

う0
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【表5】「断家譜」における追放

１
９
囮

噸
些

シ
』
ｊ
一
に
Ｌ
－
７

華
錨
卵
毎

，
毎
“
ユ
ミ
Ｊ
一
、④元禄2年閏1月3日朝岡冠

⑤元禄3年10月2日 窪田Ⅱ

⑥元禄5年12月27日 保々肱

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

望田又八郎

神原庄右衛F

t上企清員

宮崎垂俊

子屋助之進

守屋金三郎

平井次右衛腰

愼沢良泰

金元休庵

1－人2(X)6

卿”石

腓姻石

⑯元禄l6年5月26日 堀田善右衛門 桐IIIIf617f

⑰宝永6年12月27日 長谷川五郎左衛小姓組3ml

門

⑱享保16年12月27日 寓士市左衛門 大坂金奉行

⑲写

⑳写

⑳写

⑳写

⑳草

⑳草

⑳写

⑳写

子次 勘定l”辰

卜郎 金奉行3㈹俵 重

言衛門 小将珊

k郎 不群 中

を肋 小杵諦250俵 亜

⑬
⑳
⑳
⑳

⑫
⑬
⑭
⑱

，
険
函
亡

謁
遠
治

う1

番号 年月日 人名 役職・食録 種別 理由



【表5】「断家譜」における追放（つづき）

註）［ ］は『寛政譜」での記栽

で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
刀
の
質
入
れ
や
居
宅
の

無
断
売
り
払
い
な
ど
も
加
わ
っ
て
お
り
、
士
に

あ
る
ま
じ
き
行
為
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
⑳
⑳

⑳
③
は
と
も
す
れ
ば
遠
島
に
匹
敵
す
る
罪
科
で

あ
る
非
道
・
偽
証
・
酒
狂
・
女
淫
を
含
ん
で
お

り
、
追
放
刑
の
中
に
お
い
て
も
重
き
も
の
と
い

え
る
。
そ
れ
に
比
す
れ
ば
③
四
、
⑯
は
軽
罪
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
（
轡
智
⑯
は
後
に
赦
免
を

う
け
て
い
る
。
ま
た
、
⑥
は
『
寛
政
譜
」
で
は

改
易
と
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
公
金
横
領
は

遠
島
に
も
み
ら
れ
る
罪
科
で
あ
る
。
但
し
、
５

件
中
２
件
（
⑱
⑲
）
は
恩
赦
に
よ
り
減
刑
さ
れ

て
の
追
放
で
あ
り
、
本
来
は
遠
島
に
相
当
す
る

罪
科
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
博
突
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
博

突
は
先
述
し
た
如
く
遠
島
の
基
本
判
例
で
あ

り
、
公
金
横
領
と
同
様
に
重
科
で
あ
る
。
し
か

る
に
、
追
放
刑
の
罪
科
に
博
突
・
公
金
横
領
が

ﾗ2

番号 年月日 人名 役職・食録 種別 理由

⑯
⑰
⑬
⑲
⑳
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑫
⑬

明和4年10月9日

明和5年5月18日

明和5年10月5日

明和7年10月23日

明和8年2月13日

明和9年2月30日

明和9年2月30日

明和9年2月30日

明和9年8月11日

日
日
日
日
日
日

７
旧
”
四
四
四

月
月
月
月
月
月

４
３
６
哩
叩
皿

年
年
年
年
年
年

２
３
３
３
５
７

永
永
永
明
明
明

安
安
安
天
天
天

寛政1年5月25日

寛政6年10月11日

寛政8年6月23日

本間鉄五郎

田沢内蔵助

松崎頼房

馬場次郎兵衛

浅井八弥

河野通則

野田猛成

佐々木網走

字野市十郎

花房斎宮

畑八之助

山崎新兵衛

牛奥靭負

花形勝長

太田鉄五郎

坪内平三郎

大森熊八郎

竹内久米之丞

俵
俵
俵

如
蜘
如

諭
諭
諭

普
普
普

小
小
小

小普繍組頭150俵

小普諭200俵

甲府勤番2”俵

甲府勤番2卯俵

甲府勤番2側俵

小普禰70俵3人扶

持

不詳

小普諭l釦俵

不詳

大瀞3叩石

小普調150俵

小普諭100俵3人扶

持

不詳

不詳

小普諭3m俵

重
重
軽
－
中
中
中
中
一
中
軽
重
軽
亜
重
中
中
誼

刀質入、仮病とし市中俳個。

酒狂し不調法。

博爽・歌舞伎音曲見物。

外戚を水泳稽古で溺死させ、

病死と報告。

偽名にて町医開業、貸金卑劣

取立。

遠島減刑（獄舎類焼放逐→鎮

火後戻る)。

遠島減刑（獄舎類焼放逐→鎮

火後戻る)。

遠島減刑（獄舎類焼放逐→鎮

火後戻る)。

不群。

父（遠島）に連座。

質入品取、金銭不与。

不詳。

[逐電］

不詳。

不詳。

父（遠島）に連座。

父（遠島）に連座。

女淫、借金不返。



江戸幕府法における改易について

で
が
親
族
の
犯
罪
に
対
す
る
連
座
で
あ
る
。
連
座
以
外
の
４
件
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
ま
ず
、
⑪
⑨
⑬
の
３
名
は
同
一
事
件
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
先
の
３
名
は
、
本
来
、
酒
狂
狼
籍
に
よ
り
遠
島
で
あ
っ
た
が
、
配
流
前
の
入
獄
時
に
獄
舎
が
類
焼
し
、
一
時
召
し
放
ち

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
鎮
火
後
、
彼
ら
は
獄
舎
に
立
ち
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、
罪
一
等
を
減
じ
ら
れ
て
中
追
放
に
換
刑
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
い
わ
ば
特
例
に
あ
た
る
。
⑳
は
偽
名
を
つ
か
い
町
医
を
開
業
し
た
こ
と
に
加
え
、
卑
劣
な
貸
金
取
り
立
て
が
そ
の
罪
科
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
「
断
家
譜
」
に
お
け
る
中
追
放
の
基
本
判
例
は
、
連
座
刑
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
軽
追
放
で
あ
る
が
、
そ
の
検
索
数
は
僅
か
３
件
（
⑳
胴
⑲
）
で
あ
っ
た
。
⑱
は
博
突
の
場
に
同
席
し
た
こ
と
や
、
士
と
し
て

の
許
容
範
囲
を
越
え
た
歌
舞
伎
・
音
曲
見
物
が
そ
の
罪
科
で
あ
る
。
概
述
し
た
よ
う
に
、
当
人
が
博
突
に
加
わ
っ
て
い
た
場
合
は
、
軽

く
と
も
重
追
放
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
同
席
ま
で
に
止
ま
っ
て
い
る
た
め
刑
が
軽
減
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
⑯
は
市
人
よ
り
質
物
を
と
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
相
応
す
る
金
銭
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
。
⑬
の
場
合
は
「
寛
政
譜
」

で
は
逐
電
と
さ
れ
て
い
る
。
軽
追
放
の
場
合
、
検
索
数
が
僅
か
で
あ
る
た
め
十
分
な
検
討
結
果
は
明
示
で
き
な
い
が
、
あ
え
て
言
う
な

ら
ば
、
博
突
や
詐
欺
行
為
に
軽
度
に
抵
触
し
た
場
合
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
う
。

み
ら
れ
る
の
は
、
遠
島
と
重
追
放
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
あ
る
罪
科
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ぱ
、
時
宜
の
状
況
や
前
歴
を
鑑

み
て
の
吟
味
に
よ
り
、
判
決
は
上
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
５
）
改
易

さ
て
、
前
項
ま
で
に
お
い
て
、
死
罪
・
流
罪
が
如
何
な
る
罪
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
う
け
て
本

項
で
は
、
流
罪
に
次
ぐ
刑
罰
と
考
え
ら
れ
る
改
易
の
罪
科
内
容
を
概
観
し
、
江
戸
幕
府
刑
法
上
の
位
置
を
確
定
し
た
い
。

一
方
、
中
追
放
の
場
合
は
際
だ
っ
た
特
色
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
追
放
吃
件

（
）
中
８
件
ま
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「
断
家
譜
」
か
ら
は
布
件
検
索
で
き
た
（
【
表
６
】
参
照
）
。
遠
島
に
次
ぐ
件
数
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
希
有
な
刑
罰
で
は
な
い
。
罪

科
に
よ
る
分
類
で
は
、
不
行
跡
幻
件
（
③
④
⑧
⑩
⑪
而
園
函
嗣
云
嬰
哩
魍
⑲
⑳
⑨
⑬
⑭
⑯
⑳
⑰
⑱
⑫
、
⑳
⑳
、
⑭
）
、
連
座
略
件
（
②
⑤

⑥
⑭
⑮
⑬
⑳
（
嬰
切
習
塑
⑲
⑭
⑳
⑳
⑳
）
、
偽
証
９
件
（
⑫
⑳
⑮
⑰
⑬
⑮
⑳
、
⑬
）
、
酒
狂
５
件
（
①
⑳
⑳
⑳
⑳
）
、
殺
人
５
件
（
⑰
⑳
⑱

⑳
⑮
）
、
窃
盗
２
件
（
⑲
⑳
）
、
女
淫
１
件
（
⑫
）
と
な
る
。
ま
ず
、
気
付
く
こ
と
は
、
博
突
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
。
そ
こ
に
流
罪
と
の

差
異
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
博
突
は
遠
島
に
お
け
る
基
本
判
例
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
刑
法
上
最
も
戒
め
ら

れ
た
罪
科
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
博
突
の
み
で
は
死
罪
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、
そ
の
他
の
罪
科
を
合
わ
せ
犯
し
た
場
合
に
は
、

死
罪
と
さ
れ
た
重
い
罪
科
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
改
易
が
流
罪
よ
り
軽
罪
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
罪
科
数
最
多
の
不
行
跡
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
各
件
の
内
容
は
【
表
６
】
で
示
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
主
な
も
の
を

今
少
し
補
填
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
⑩
は
婚
約
破
棄
に
憤
り
、
婚
約
者
宅
へ
押
掛
け
て
の
狼
籍
。
⑪
は
采
地
で
の
不
作
法
に
よ

り
、
農
民
を
困
窮
さ
せ
た
こ
と
。
⑯
は
結
婚
時
、
外
舅
よ
り
金
銀
を
貧
り
、
そ
の
上
、
婚
姻
無
届
が
発
覚
し
た
た
め
。
⑳
は
腰
刀
を
紛

失
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
僚
の
仕
業
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
同
僚
と
は
嘗
て
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
な
お
か
つ
、
平
素
の
不
行
跡

も
副
因
と
さ
れ
て
い
る
。
⑳
は
市
中
に
て
の
不
束
な
所
行
が
原
因
。
⑳
は
老
女
絵
島
と
の
不
法
対
面
。
⑫
は
常
の
不
行
跡
、
ま
た
、
そ

の
後
出
奔
と
あ
る
。
⑮
は
常
に
家
事
不
調
法
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
不
義
に
て
逐
電
の
妹
を
捜
索
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
⑳
は
母

と
弟
に
対
し
て
傷
害
事
件
を
お
こ
し
、
か
つ
、
糺
明
時
の
態
度
も
不
届
で
あ
っ
た
こ
と
。
⑲
は
勤
務
不
良
に
加
え
、
仮
病
を
つ
か
い
他

行
し
た
件
。
⑳
は
弟
妹
の
逐
電
無
届
、
分
外
の
従
者
減
員
、
親
族
と
の
絶
縁
を
不
行
跡
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
⑨
は
単
に
「
行
状
善
か

ら
ざ
る
に
よ
り
」
。
⑬
は
大
坂
金
奉
行
時
の
公
金
紛
失
。
⑭
は
蝉
女
に
疵
つ
け
ら
れ
、
そ
の
上
、
取
り
逃
が
し
た
こ
と
。
⑯
は
常
の
不

行
跡
に
加
え
、
不
法
の
券
書
に
よ
る
借
金
。
⑳
は
借
金
滞
納
に
加
え
、
糺
明
時
の
態
度
不
届
に
よ
る
。
⑳
⑱
は
水
泳
の
稽
古
と
偽
り
、

夜
中
、
浅
草
川
に
て
船
遊
び
に
興
じ
、
そ
の
際
に
同
僚
を
溺
死
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
。
＠
は
二
条
城
守
衛
時
の
不
始

う4



江戸幕府法における改易について

【表6】「断家譜」における改易

③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

馬騒動。［所領没収・殴居．

気。承応2年6月24日赦従

に連座。

の臓職に迩応一第は切胸←

村瀬藤十郎 小晋鋼7卯石 勤務放梁。L追放」

1､川又左衛門 豊後国代官 不詳。寛文9年2月3日赦免→貫

文9年4月ll日上方筋代官。［易

禄没収］

依田照冬 併院番7“石 不行跡、狼籍。

枚野成長 不詳30㈹石 不行跡、親戚と不仲。

'I，長谷時実 進物番3"俵 偽祇相続（浪人による父殺害時飼

顕)。

西山昌直 小姓組420俵 不詳。［罪ありて家たゆ］

永井次郎太郎桐間番 父(追放)に連座。後赦免。［追放

宮崎重備 新番250俵 父に連座｡元禄13年5月20日赦免‘

lll井伝五郎 小十人組2"俵 不行跡（外舅に金銭無心、結婚無

届)。

日根野十肋 11f院番3“石 駿府在番中従者殺害。

秋山正明 秋山正勝養子 父（同僚と刃傷）に連座。

蕊川重守 浅草蔵奉行4”俵 材木横領。

堅井七郎右衛門小普謂姻俵 酒狂｡宝永6年10月25日死後赦免‘

林次郎左衛門 小普請150俵 酒狂。宝永6年lO月25日赦免。

山本善三郎 小普諭150俵 酒狂。宝永6年10月25日赦免。

伴野弥五左衛門小十人2m俵 不行跡、腰刀紛失隠匿。

大久保忠政 不詳 父（不仁の所行）に連座。［蟄居：

箭庄直勝 群院番5㈹石 不行跡（市中にて不束の所行)。

土岐頼恭 不詳7”石 酒狂。

山田電派 小十人組1(X)懐10人検窃溶へ

⑩寛文5年

⑪寛文llf

⑫延宝8f

月‘

0月
n日

⑬
⑭
⑮

⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳

F タロへ匹專一石ﾏ ﾛ 0 晤

虚一章ｲ里7曲⑳｜草

引菖、仁

下群。
痘多早野

⑳
、
⑬
⑭
⑮
⑮
⑰

Ⅸ
錘
俵

恥
“
》
確
繩
州

姫
番
付
衣
境
梓

21】 』宇毛血14

うう

番号 年月日 人名 役職・食録 理由



【表6】「断家贈」における改易（つづき）

荘）［ ］は「寛政譜」での記載。
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番号 年月 日 人名 役職・食録 理由

⑬
⑲
⑳
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑬
⑲
⑳
⑳
⑫
⑬
②
⑮
⑳
⑰
⑬
⑲
⑳
⑳
⑫
⑬
⑭
⑮
⑳
⑳
⑳
⑲
⑳
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

元文2年9月12日

日
日

８
８

２
１

月
月

８
９

年
年

３
３

文
文

一
兀
一
兀

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

旧
お
翠
創
配
認
鳩
塑
３
ｕ
皿
認
創
羽

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

５
３
９
７
９
吃
８
１
７
９
吃
５
８
ｍ

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

４
５
５
１
２
２
２
３
２
２
２
８
８
８

文
文
文
保
保
保
享
享
延
延
暦
暦
暦
暦

元
元
元
寛
寛
寛
延
延
寛
寛
宝
宝
宝
宝

日
日
日
日
日
日
日
日
日

４
羽
７
７
５
弱
５
２
２

月
月
月
月
月
月
月
月
月

ｍ
５
ｍ
ｍ
２
５
７
８
８

年
年
年
年
年
年
年
年
年

哩
ｕ
ｌ
ｌ
７
８
８
９
９

暦
暦
和
和
和
和
和
和
和

宝
宝
明
明
明
明
明
明
明

安永2年4月7日

日
日
日
日
日
日

羽
皿
皿
陥
９
６

月
月
月
月
月
月

２
８
８
８
５
５

年
年
年
年
年
年

４
８
８
２
６
８

永
永
永
明
明
明

安
安
安
天
天
天

寛政2年7月18日

寛政2年11月26日

寛政3年12月4日

寛政8年6月23日

文化1年

松平武清

小宮山情四郎

朝夷伊織

中山時幸

小出右近

榊原忠隆

関内記

真田信滴

永井尚広

木部直年

目良三次郎

菅沼弥三郎

水野六左衛門

戸田忠常

遠山忠次郎

横山車次郎

大橋住則

三嶋助左衛門

今村金兵衛

京極高伴

宮城和生

渡辺迎

岩手平左衛門

池田求馬

下蝿政寛

美濃部平内

花房職貞

建部半次郎

長田勘解由

服部平次郎

宮遮音吉

松本興世

小堀政昌(登力）

朝比奈則栄

一柳勘之丞

塩亀太郎

小栗忠近

前川雄氏

不詳

近習番l叩俵10人扶持

石
俵

即
如

請
請

普
普

小
小
不詳

大坂金奉行5㈹石

大番700石

寄合2000石

書院番5”俵

小普諭2釦俵

小普請2㈹俵

不詳5釦石

甲府勤番450俵

不詳

俵
俵

別
別

１
１

論
調

普
普

小
小

不詳

小十人2“俵

新番組頭4側俊

石
石

邪
知

番
組

院
姓

書
小

小十人l"俵10人扶持

大番450俵

小十人50俵

大番2㈹俵

不詳

(致仕）

小普請221石

甲府勤番208俵

甲府勤番2"俵

小普諭180"

奥医師2㈹俵10人扶持

不詳

小普請650石

書院番875石

小普諭70俵5人扶持

小普謂2”俵

寄合

父（知行召放→預）に連座。出家

→延享3年11月23日死後赦免。

不行跡（勤務不良、仮病）◎

不行跡（弟妹逐電無届、分外の従

者減員、親族と絶縁)。

不行跡。

養父に連座。

公金紛失。

不行跡（蝉女に疵つけられ)。

偽証（叔母逐遜を隠す)。

不行跡、不法券番使用。

偽証（増逐睡を隠す)。

殺人、偽証。

父（殺人）に連座。

従者殺害。

不詳。

遊女隠匿。

偽証（逐電せし弟の所在隠匿)。

父（宝暦事件関与）に連座。明和

3年4月26日赦免。

偽証（長男被殺害時の処置不宜)。

不行跡（借金滞納)。

不行跡（水泳稽古と称し舟遊)。

不行跡（水泳稽古と称し舟遊)。

不詳。

不詳。

父に連座。

不行跡（二条城守衛時の不始末)。

父（二条城守衛時に乱心→預）に

連座。

不行跡（嫡子の女淫を正さず、偽

証）｡

従者殺害。

不行跡（無届参詣)。

不詳。

偽証（借金滞納→偽野作成)。

不行跡（市中騒動)。

父（伏見騒動→領地没収、預）に

連座。

偽証（夜酔して刃傷未遂等を)。

不行跡(不法婚姻､家政不宜､遊興)。

偽証（喧嘩仲裁の件を)。

不行跡（弟の監督不行届、遊興）

不詳。

。



江戸幕府法における改易について

末
。
⑭
は
嫡
子
の
放
蕩
を
糺
さ
ず
、
な
お
か
つ
、
支
配
よ
り
の
尋
ね
に
も
偽
り
を
構
え
た
こ
と
。
⑳
は
蔵
王
権
現
へ
の
無
届
参
詣
。
⑲

は
酒
狂
に
紛
れ
、
市
中
で
騒
動
を
起
し
た
こ
と
。
⑪
は
常
の
遊
興
に
加
え
、
継
子
へ
の
不
慈
を
答
め
ら
れ
て
の
こ
と
。

以
上
の
内
容
か
ら
、
「
不
行
跡
↓
改
易
」
は
、
身
持
ち
不
良
で
勤
務
に
支
障
を
き
た
す
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
処
分
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
的
に
凶
悪
な
も
の
は
な
く
、
武
士
と
し
て
の
品
性
や
廉
恥
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
窃
盗
や
女
淫
な

ど
遠
島
と
も
重
複
す
る
罪
科
も
散
見
で
き
る
こ
と
か
ら
、
流
罪
と
の
明
確
な
線
引
は
な
く
、
そ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
な
る
罪
科
が
窃

盗
や
女
淫
で
あ
り
、
犯
罪
経
緯
や
当
該
者
の
前
歴
等
を
鑑
み
て
の
判
断
に
因
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
殺
人
や
偽
証
も
追
放
以
上
に
比
し
て
そ
の
経
緯
は
短
絡
的
で
あ
り
、
極
め
て
卑
劣
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。

他
方
、
連
座
が
多
い
こ
と
も
改
易
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
親
族
の
答
が
連
座
の
原
因
と
い
え
る
。
ま
た
、
連
座
件
中

５
件
（
⑭
⑮
⑳
⑳
⑭
）
ま
で
が
そ
の
後
に
赦
免
を
う
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
連
座
以
外
の
罪
科
に
よ
る
も
の
で
も
５
件
（
④
⑨
⑳
⑳

⑳
）
が
赦
免
と
な
っ
て
お
り
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
く
、
改
易
が
無
期
刑
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
付
言
す
れ

ば
、
「
遠
島
↓
赦
免
」
の
ケ
ー
ス
は
副
件
中
僅
か
３
件
、
「
追
放
↓
赦
免
」
も
闘
件
中
３
件
し
か
な
く
、
単
な
る
数
的
比
較
に
お
い
て
も

際
立
っ
て
い
る
。
特
に
、
連
座
に
よ
る
改
易
の
場
合
は
、
そ
の
後
の
処
置
に
比
較
的
寛
容
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
江
戸
幕
府
刑
法
に
お
け
る
改
易
の
位
置
を
規
定
し
て
み
た
い
。
刑
罰
体
系
と
し
て
は
追
放
よ
り
軽
罪
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
犯
罪
例
か
ら
み
れ
ば
、
博
突
は
遠
島
の
主
要
判
例
で
あ
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
追
放
刑
に
も
相
当
す
る
。
軽
追
放
に
お

い
て
も
博
突
に
抵
触
す
る
犯
罪
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
改
易
で
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
が
両
者
の
根
本
的
差
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
博

突
は
江
戸
幕
府
刑
法
に
お
け
る
最
重
科
の
一
つ
で
あ
り
、
犯
罪
体
系
の
基
軸
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
有
無
は
判
決
の
重

要
な
判
断
材
料
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
罰
内
容
か
ら
み
て
も
、
追
放
刑
の
場
合
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
の
主
従
関
係
は

断
絶
さ
れ
、
家
財
没
収
の
上
、
一
定
地
域
外
へ
の
放
逐
お
よ
び
規
定
地
域
内
へ
の
立
入
禁
止
が
命
ぜ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
改
易
の
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本
稿
の
目
的
は
、
改
易
に
対
す
る
従
来
の
辞
書
的
理
解
の
再
検
討
と
江
戸
幕
府
刑
法
上
の
位
置
お
よ
び
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
前
者
に
お
い
て
は
、
当
主
お
よ
び
嫡
子
の
み
に
限
定
さ
れ
た
刑
罰
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
後
者
に
お
い
て

は
、
士
籍
剥
脱
を
含
む
刑
罰
の
中
で
は
最
も
軽
罪
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
流
罪
（
遠
島
・
追
放
）
が
「
自
由
刑
十
身
分
刑
」
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
改
易
は
単
な
る
身
分
刑
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
共
に
御
家
断
絶
と
な
り
、
被
刑
者
は
浪
人
と
な
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
赦
免
に
よ
る
武
士
へ
の
復
帰
は
、

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
流
罪
の
場
合
は
そ
の
可
能
性
が
皆
無
に
近
い
の
に
対
し
て
、
改
易
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
の
可
能
性
を
有
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
同
じ
浪
人
で
も
流
罪
に
よ
る
場
合
と
改
易
に
よ
る
場
合
と
で
は
、
そ
の
後
の
赦
免
の
可
能
性
に
差

が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
改
易
の
特
質
で
あ
る
と
共
に
そ
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
改
易
の
法
理
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
幕
府
評
定
所
の
確
立
（
寛
永
一
二
年
二
月
）
以
前
を
初
期
的
な
も
の
と
捉
え
、
そ
の

段
階
に
お
け
る
改
易
制
度
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。
分
析
視
角
は
、
①
裁
決
方
法
、
②
罪
種
、
と
し
た
。
①
の
最
多
は
、
大
御
所
家
康

に
よ
る
直
裁
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
江
戸
初
期
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
段
階
で
は
幕
府
に
よ
る
裁
決

で
は
な
く
、
主
君
が
家
臣
を
直
接
裁
く
と
い
っ
た
形
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
幕
制
自
体
が
未
成
熟
の
段
階
で
あ
る
ゆ
え
、
組
織
に
よ

る
法
治
で
は
な
く
、
人
的
力
学
に
よ
る
国
家
運
営
が
採
ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
が
裁
判
制
度
に
お
い
て
も
投
影
さ
れ
て
い
た

と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
主
君
の
時
宜
に
よ
る
判
断
が
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一

上
、
追
放
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
生
活
範
囲
に
規
制
が
な
い
改
易
は
追
放
よ
り
軽
罪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

う8
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方
、
②
に
つ
い
て
は
、
江
戸
初
期
の
時
代
性
を
顕
す
犯
罪
、
す
な
わ
ち
、
評
定
所
確
立
以
後
に
は
み
ら
れ
な
い
犯
罪
も
散
見
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
切
支
丹
を
匿
う
、
大
坂
陣
で
の
不
首
尾
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
加
え
て
、
特
殊
な
も
の
で
は
、
番
士
の
集
団
強
訴

が
あ
る
。
ま
た
、
公
事
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
も
特
色
で
あ
る
。
争
訟
内
容
か
ら
は
共
通
点
が
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
裁
定
か
ら
は

「
公
事
敗
訴
者
↓
改
易
」
と
い
っ
た
図
式
が
顕
彰
し
て
き
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
初
期
的
特
色
が
評
定
所
確
立
以
後
変
質
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
「
公
事
敗
訴
者
↓
改
易
」
の
図
式
は

元
和
二
年
以
降
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
時
代
的
な
判
例
と
し
て
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
罪
科
の
種
類
は
初
期
以
上
に
多
く
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
処
断
視
角
は
初
期
の
そ
れ
と
は
変
質
し
、
当
該
者
の
職
務

姿
勢
や
生
活
態
度
の
あ
り
方
に
重
点
が
置
か
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
処
断
視
角
は
、
そ
の
後
も
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
変
化
は
な
く
、
時
代
を
下
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
寛
文
期
の
法
曹
法
の
機
構
的
成
立
と
、

宝
暦
期
の
法
曹
法
の
実
質
的
充
実
・
拡
大
で
あ
る
。
評
定
所
は
、
寛
文
元
年
の
殿
舎
特
設
を
契
機
と
し
て
、
評
定
所
一
座
に
よ
る
法
曹

的
官
署
に
発
展
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
寛
文
期
よ
り
裁
判
記
録
の
作
成
が
開
始
さ
れ
、
宝
永
初
年
に
は

初
の
判
例
整
理
・
編
集
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
は
、
判
例
を
範
と
し
た
裁
決
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
趨
勢
に
よ
り
、

改
易
の
犯
罪
内
容
は
一
定
的
と
な
り
、
先
例
遵
守
に
よ
る
判
例
化
が
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
改
易
件
数
も
数
年
に
一
件
程
度
で
あ
り
、
特
筆
す
べ
き
年
次
的
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
幕
府
が
改
易
を
弊
害

の
少
な
い
刑
罰
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
は
、
追
放
刑
が
刑
罰
体
系
の
中

心
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
そ
う
し
た
刑
罰
体
系
が
次
第
に
疑
問
視
さ
れ
、
追
放
刑
の
制
限
お
よ
び
そ
れ
に
替
る
べ
き
刑

罰
の
模
索
が
な
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
追
放
刑
に
よ
り
、
無
宿
者
が
各
地
に
分
散
し
、
治
安
的
に
好
ま
し
く
な
く
、

加
え
て
、
生
活
上
や
む
を
え
ず
御
構
場
所
に
立
ち
戻
っ
て
罪
を
重
ね
る
者
も
少
な
く
な
い
な
ど
、
と
か
く
弊
害
が
多
か
っ
た
の
で
あ

う，



る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
改
易
の
場
合
は
、
御
構
場
所
が
な
い
ゆ
え
、
比
較
的
問
題
の
少
な
い
刑
罰
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
こ

と
が
、
改
易
数
の
年
次
的
変
化
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
改
易
の
犯
罪
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
件
数
で
は
不
行
跡
に
よ
る
も
の
が
最
多
で
あ
っ
た
。
不
行
跡
の
内
容

は
、
不
勤
勉
や
品
行
不
良
と
い
っ
た
日
常
的
な
も
の
か
ら
、
酒
狂
狼
籍
や
女
淫
、
従
者
殺
害
な
ど
の
蛮
行
も
大
枠
で
は
加
え
る
こ
と
で

き
る
。
改
易
と
流
罪
を
線
引
を
す
る
場
合
の
有
力
な
判
断
基
準
は
、
罪
種
に
お
い
て
は
、
博
突
の
有
無
に
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た

通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
で
は
、
遠
島
や
追
放
に
も
相
当
す
る
罪
科
が
散
見
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
罪
種
で
判
断
す
る
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
時
宜
の
状
況
や
前
歴
に
応
じ
た
処
断
が
規
範
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
、
遠
島
・
追
放
に

も
換
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
じ
て
、
こ
う
し
た
裁
決
方
法
が
江
戸
幕
府
裁
判
制
度
の
特
色
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
要
す
る
に
、

江
戸
幕
府
刑
法
で
は
、
乱
心
殺
人
↓
切
腹
、
博
突
↓
流
罪
、
と
い
っ
た
画
一
的
な
処
断
方
と
、
同
罪
種
で
も
、
そ
れ
に
至
る
事
情
や
過

程
に
応
じ
て
刑
罰
を
決
め
る
処
断
方
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
改
易
は
後
者
の
刑
罰
で
あ
り
、
必
然
的
に
明

確
な
犯
罪
規
定
は
見
出
し
に
く
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
え
て
そ
の
裁
断
基
準
を
示
す
な
ら
ば
、
「
職
務
の
あ
り
方
や
生

活
態
度
が
弛
緩
的
で
、
武
士
と
し
て
品
性
・
廉
恥
に
欠
如
し
た
不
器
量
者
」
Ⅱ
改
易
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
が
、
博
突
を

主
因
と
し
た
遠
島
や
、
殺
人
・
窃
盗
を
重
ね
る
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
に
適
応
さ
れ
た
斬
罪
と
は
一
線
を
画
す
る
要
素
と
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
は
、
幕
府
の
家
臣
に
対
す
る
最
低
条
件
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
不
勤
勉
、
品
行
不
良
、
破
廉
恥
と
い
っ

た
要
素
を
も
つ
も
の
は
、
そ
の
身
分
を
剥
脱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
で
も
示
し
た
通
り
、
本
稿
で
は
江
戸
幕
府
に
お
け
る
改
易
制
度
研
究
の
一
環
と
し
て
、
旗
本
の
改
易
を
論
じ
て
き
た
。
対

し
て
、
大
名
改
易
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
旗
本
の
そ
れ
と
は
乖
離
す
る
要
素
を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
る
。
ま
た
逆
に
、
共
有
す
る

要
素
も
あ
る
ゆ
え
、
武
家
全
体
の
刑
罰
制
度
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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他
方
、
藩
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
改
易
は
存
在
し
て
お
り
、
幕
府
制
度
と
の
関
係
を
含
め
た
実
態
解
明
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
し
た

い
。

主
署
画
ロ（

１
）
「
大
名
「
改
易
」
の
柵
造
」
「
史
泉
」
砺
号
、
一
九
八
七
年
。

（
２
）
平
松
義
郎
「
江
戸
の
罪
と
罰
」
（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）
。

（
３
）
「
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
」
第
銘
巻
、
汲
古
書
院
、
三
三
七
～
三
三
八
頁
。

（
４
）
同
右
、
第
１
巻
、
二
○
八
～
二
○
九
頁
。

（
５
）
同
右
、
第
２
巻
、
八
八
○
～
八
八
一
頁
。

（
６
）
「
宝
暦
日
録
」
（
国
立
公
文
瞥
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）
宝
暦
八
年
一
○
月
二
九
日
条
。

（
７
）
布
施
弥
平
治
編
「
百
箇
条
調
瞥
」
第
一
巻
、
新
生
社
、
一
九
六
六
年
、
一
四
八
頁
。
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